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去る9月中旬に聞かれた中国

共産党合国代表会識は、
当面の

対外開放政策の行方と都小平以

後への政治的布石を占、？？えで

きわめて重要なものであった。

すでに
数多く報じられたよ、7

に、
今固め会議は、
郡小平以後

への
布陣を固めるためのリーダ

ーシップの大幅な若返りが目的

であった。
それはほぼ叩%程度

実現されたとはい、ぇ、
すでに加

歳を超、えた郡小平主任と陳雲政

治
局委員が今回の会議で決定的

に重要な
役割を演じ、
いずれも

政治局常
務委只として残ったこ

とに示されるように、
単なる若

返り人事のための政治
的儀式と

はいえない意味をもっている。

今固め代表会議では、
その閉

幕日に都小平と並んで陳雲が重

要演説を行ない、
明らかに最近

の一連の経済政策、
つまり対内

的な経済活性化政策と
対外的な

経済開放政策を批判していたの

が最大の注目点である。
陳宰は、

「われわれは共産党であり、
共
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産党は社会
主義をやるのである。

現在すすめられている社会
主義

経済体制の改革は、
社会主
義制

度の自己改善であり、
自己発展

である」
として、
その基調はあ

くまでも「社会
＋去殺の
計画経済」

に置くべきことを強調し、砂万元

戸。
などの出現を激しく非維す

るとともに、
部小平型経済政策

を耳正面から批判したのである。

中国の経済政策にかんする長老

幹部でありながら、
これまであ

まり目立たなかった陳雲の存在

が今回ほど大きくクローズ・ア

ップされたことはなかったとい

ってよい。空国共産党
会国代表会議の全

般的な内容に関しては、『世界週

報』（ω月日日号）の特集が役に
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調副
叶・ソ述共産党
中央委員会総会で、
科学技
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川
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立ち、
資料として添付された陳

雲演説、
中国共産党の新陣容一

覧も便利だが、
そこでも「両最

高指
導者にみられるこうした経

済のかじ取りをめぐる力点の置

き方の相違は、
これからの中国

を占、？？えで看過できない問題

点のひとつである」（志付税短犬

『
中
同
党
斡
部
行
返
り
の
全
体
伐
を
探

る』）
ことが
強調されている。

－」うした新たな路線対立は、

中国経済がこのところあちこち

にひずみや混乱歩呆たし、
貧富

の差が新しく生じはじめたばか

りか、
対外的にも貿易収支の不

均衡や無計画な輸入の増大のた

めの外
貨不足が深刻化するなど、

様々
な矛盾が表面化しているこ

とに起因していよう。
従って、

来年から始まる第7次5カ年計

画では、
ここ2、
3年のような

急成長を抑制せざるを得なくな

ったのであり、
郡小平らの改革

派としては、
陳芸らの原則派の

圧力のまえに一歩後退をよぎな

くされつつあるといえよう。
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